
日
本
文
化
学
講
義
（
ウ
ェ
ブ
公
開
用
資
料
）

「
モ
デ
ル
小
説
」
か
ら
み
る

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
近
代

日
比

嘉
高　

第

回

「
モ
デ
ル
小
説
」
の
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
柳
美
里
「
石
に
泳
ぐ
魚
」
裁
判
　
１
─
─

　
　
　
モ
デ
ル
と
し
て
描
か
れ
た
人
物
の
苦
痛
の
訴
え
を

　
　
　
裁
判
所
は
モ
デ
ル
小
説
の
理
念
よ
り
も
上
位
に
置
い
た
。

　
　
　
柳
美
里
の
敗
訴
か
ら
、
何
が
見
え
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
―
―

柳
美
里
「
石
に
泳
ぐ
魚
」

・

柳
美
里
に
つ
い
て

一
九
六
八
（
昭

）
年
六
月
二
二
日
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。

　
　
　
　
　
　
高
校
中
退
後
、
劇
団
「
東
京
キ
ッ
ド
ブ
ラ
ザ
ー
ス
」
に
入
団
、
女
優
、
演
出
助
手
と
な
る
。
主
催
者
の

　
　
　
　
　
東
由
多
加
は
「
命
」
な
ど
に
も
登
場
す
る
恋
人
。

　
　
八
六
年
、
劇
団
「
青
春
五
月
党
」
を
結
成
、
劇
作
家
兼
演
出
家
と
な
る
。

　
　
九
三
年
、『
魚
の
祭
』
で
、
第

回
岸
田
國
士
戯
曲
賞
を
最
年
少
で
受
賞
。

　
　
九
四
年
、
初
の
小
説
作
品
「
石
に
泳
ぐ
魚
」
を
、
「
新
潮
」
に
発
表
。

　
　
九
五
年
、『
フ
ル
ハ
ウ
ス
』
で
、
第

回
野
間
文
芸
新
人
賞
、
第

回
泉
鏡
花
文
学
賞
を
受
賞
。

　
　
九
七
年
、「
家
族
シ
ネ
マ
」
で
、
第

回
芥
川
賞
を
受
賞
。

　
　
九
八
年
、『
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
』
で
、
第

回
木
山
捷
平
文
学
賞
を
受
賞
。

　
　
〇
一
年
、『
命
』
で
、
第

回
編
集
者
が
選
ぶ
雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
賞
作
品
賞
を
受
賞
。

・

「
石
に
泳
ぐ
魚
」

【
資
料

】

あ
ら
す
じ
と
評
価
（
『
新
潮
』
二
〇
〇
一
年
八
月
）



「
石
に
泳
ぐ
魚
」
裁
判

・

事
件
お
よ
び
裁
判
の
経
緯

一
九
九
四
年
九
月

　

柳
美
里
「
石
に
泳
ぐ
魚
」
『
新
潮
』
九
月
号
に
発
表
。

　
　
一
一
月

　

「
朴
里
花
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
女
性
（
以
下
原
告
）
、
出
版
差
し
止
め
の
仮
処
分
を
東
京
地
裁
に
申
請
。
柳
美
里

側
が
単
行
本
な
ど
で
公
表
す
る
場
合
に
は
改
訂
版
を
使
う
と
し
、
原
告
は
処
分
を
取
り
下
げ
た
。

　
　
一
二
月

　

原
告
、
損
害
賠
償
と
出
版
差
し
止
め
を
求
め
、
東
京
地
裁
に
提
訴
。

一
九
九
五
年
一
二
月

　

柳
美
里
、
評
論
「
表
現
の
エ
チ
カ
」（
『
新
潮
』
一
二
月
号
）
に
原
告
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
書
き
、
モ
デ
ル
と
し
た
上

で
障
害
の
事
実
も
描
出
。
原
告
、
損
害
賠
償
を
追
加
請
求
。

一
九
九
九
年
六
月
二
二
日

　

原
告
勝
訴
（
一
三
〇
万
円
の
損
害
賠
償
の
支
払
い
、
一
切
の

方
法
に
よ
る
公
表
差
し
止
め
）。
た
だ
し
謝
罪
広
告
の
掲
載

お
よ
び
修
正
版
の
公
表
差
し
止
め
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

被
告
側
、
控
訴
。

二
〇
〇
一
年
二
月
一
五
日

　

東
京
高
裁
、
控
訴
を
棄
却
。
被
告
側
、
上
告
。

二
〇
〇
二
年
九
月
二
四
日

　

最
高
裁
、
控
訴
を
棄
却
。
東
京
高
裁
の
判
決
が
確
定
。

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
五
日

　

柳
美
里
、
新
潮
社
か
ら
改
訂
版
出
版
。

写
真
・
『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
九
月
一
五
日

・

戦
後
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
の
変
化
―
―
「
宴
の
あ
と
」
裁
判
以
後

・

・

三
島
由
紀
夫
「
宴
の
あ
と
」
裁
判

三
島
由
紀
夫
「
宴
の
あ
と
」
―
―

著
名
作
家
・
三
島
由
紀
夫

Ｖ
Ｓ

東
京
都
知
事
選
候
補
者
・
有
田
八
郎

一
九
五
九
年
四
月
、
東
京
都
知
事
選
。
一
九
六
〇
年
一
～
一
〇
月
「
宴
の
あ
と
」『
中
央
公
論
』
に
連
載
。（
一
一
月
、

新
潮
社
よ
り
単
行
本
）
。
一
九
六
一
年
三
月
、
有
田
提
訴
。
一
九
六
四
年
九
月
、
三
島
側
敗
訴
。

日
本
で
初
め
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
を
持
ち
込
ん
だ
裁
判
と
い
わ
れ
る

週
刊
誌
ブ
ー
ム
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
「
の
ぞ
き
見
」
主
義
の
暴
走

当
時
の
文
学
観
―
―
芸
術
創
作
行
為
へ
の
価
値
づ
け
、「
市
民
的
思
惑
や
配
慮
」
と
の
切
断
の
強
調



・

・

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
の
浸
透
と
変
容

■
引
用

■

阪
本
昌
成
『
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
六
年
四
月
、

頁
）

「
消
極
国
家
か
ら
積
極
国
家
へ
の
国
家
の
役
割
の
変
容
は
、
「
私
生
活
」
の
範
囲
を
狭
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
公
的
生
活
と
の
境
界
を

相
対
化
し
た
。
ま
た
、「
情
報
化
社
会
」
に
お
け
る
積
極
国
家
は
、
個
人
情
報
を
収
集
・
保
有
・
利
用
す
る
最
大
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
時
代
背
景
に
対
応
し
た
新
し
い
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
公
権
力
に
よ
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
（
収
集
、

貯
蔵
、
利
用
、
伝
達
等
）
を
─
─
「
私
生
活
」
領
域
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
─
─
い
か
に
事
前
に
規
制
す
る
か
、
と
い
う
問
題
点
に
こ
た

え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
…
〕
こ
う
し
た
欠
陥
に
対
応
す
べ
く
提
唱
さ
れ
て
き
た
の
が
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
を
「
自
己
情

報
コ
ン
ト
ロ
ウ
ル
権
」
と
す
る
有
力
な
見
解
で
あ
る
。
」

・

・

法
学
者
・
文
学
者
の
分
裂

■
引
用

■

第

回
大
東
文
化
大
学
公
開
法
律
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
の
法
律
問
題
を
考
え
る
　
モ
デ
ル
小
説
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
～
柳
美
里
「
石
に
泳
ぐ
魚
」
事
件
を
素
材
と
し
て
～
」（
『
大
東
文
化
大
学
法
学
研
究
所
報
』
別
冊
第

号
、
二
〇

〇
三
年
三
月
、
所
収
、

頁
）

〔
木
村
晋
介
の
発
言
〕
　
今
ま
で
は
、
文
学
作
品
に
つ
い
て
裁
判
所
か
ら
表
現
に
障
害
を
与
え
る
よ
う
な
判
断
が
出
ま
す
と
、
大
体
、

書
く
側
か
ら
は
一
斉
に
裁
判
所
に
対
す
る
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
文
学
者
の
中
で
も
割
合
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま

す
し
、
ま
た
憲
法
学
者
の
方
の
意
見
が
分
か
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
時
代
の
流
れ
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
を

感
じ
さ
せ
る
判
決
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
　
見
解
の
分
か
れ
る
法
律
家
た
ち

モ
デ
ル
の
権
利
尊
重
側

■
引
用

■

最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
の
原
告
女
性
弁
護
団
梓
澤
和
幸
の
コ
メ
ン
ト
（
『
週
刊
金
曜
日
』
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
一
一
日
）

「
文
学
表
現
の
危
機
な
ど
と
す
る
言
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
モ
デ
ル
の
了
解
も
な
い
ま
ま
、
小
説
の
登
場
人
物
と
現
実
の
人
間
の
特
徴

を
一
致
さ
せ
て
私
事
を
暴
く
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
小
説
は
「
人
格
を
全
て
否
定
さ
れ
た
」（
判
決
）
、
と
感
じ
さ
せ

る
ほ
ど
人
を
傷
つ
け
た
。
こ
ん
な
加
害
が
作
家
の
特
権
と
し
て
ま
か
り
通
る
時
代
で
は
な
い
。
」

表
現
の
自
由
尊
重
側

【
資
料

】

田
島
泰
彦
「
疑
問
残
る
出
版
差
し
止
め
　
「
表
現
の
自
由
」
に
配
慮
欠
く
」

『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
、
二
〇
〇
一
年
二
月
二
二
日

▼
　
見
解
の
分
か
れ
る
文
学
者
た
ち

【
資
料

】

「
『
石
に
泳
ぐ
魚
』
出
版
差
し
止
め
判
決
に
文
学
者
　
見
解
大
き
く
分
か
れ
る
」
（
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
二
月

■
引
用

■

座
談
会
「
柳
美
里
『
石
に
泳
ぐ
魚
』
最
高
裁
判
決
の
検
討
」
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』

、
二
〇
〇
三
年
一
月
、

頁

「
〔
作
家
・
三
田
誠
広
の
発
言
〕
そ
こ
〔
私
小
説
〕
で
は
、
自
分
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ
め
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
そ
れ
と

い
さ
さ
か
も
虚
偽
を
交
え
ず
に
自
分
そ
の
ま
ま
を
告
白
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
で
す
か
ら
、
う
ま
く
書
く
と
か
、
こ
ん

な
こ
と
を
書
い
た
ら
ま
ず
か
な
と
い
う
こ
と
が
ち
ら
っ
と
で
も
入
る
と
、
真
実
性
が
失
わ
れ
る
、
そ
う
い
う
書
き
方
を
す
る
私
小
説
が
、

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。

〔
…
〕
今
お
話
し
し
た
よ
う
な
私
小
説
を
す
る
と
、
登
場
人
物
は
み
ん
な
迷
惑
し
ま
す
。
事
実
そ
の
ま
ま
で
作
品
の
な
か
に
出
て
く
る
わ



け
で
す
。
で
も
、
長
い
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
、
今
ま
で
こ
う
い
う
か
た
ち
で
裁
判
に
訴
え
る
と
か
、
出
版
が
差
し
止
め
に
な
る

と
い
う
ケ
ー
ス
が
な
か
っ
た
。
初
め
て
の
最
高
裁
の
判
断
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
判
断
の
影
響
は
か
な
り
大
き
い
も
の
が
あ
る
し
、
文

学
を
愛
す
る
も
の
と
し
て
は
、
も
う
少
し
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
」

文
学
擁
護
側

■
引
用

■

高
裁
判
決
を
受
け
て
の
車
谷
長
吉
の
談
話
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
二
月
一
六
日
、
三
七
面

「
　
漱
石
も
鴎
外
も
藤
村
も
私
小
説
を
書
い
て
き
た
。
作
家
は
大
な
り
小
な
り
モ
デ
ル
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
小
説
を
書
く
。
私
も
人

を
傷
つ
け
た
経
験
が
あ
り
、
後
ろ
め
た
さ
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
文
学
が
人
間
の
本
質
で
あ
る
悪
を
み
す
え
る
以
上
、
言
葉
に
は
毒
が

含
ま
れ
る
。
そ
れ
が
い
け
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
作
家
は
一
切
の
言
語
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

　
裁
判
所
が
人
権
と
言
い
立
て
る
と
、
文
学
は
た
た
き
つ
ぶ
さ
れ
る
と
思
う
。
」

福
田
和
也
「
解
説
」
新
潮
文
庫
、

頁

モ
デ
ル
擁
護
側

【
資
料

】

大
江
健
三
郎
「
陳
述
書
と
二
つ
の
付
記
」『
世
界
』
一
九
九
九
年
九
月

論
点

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
表
現
の
自
由
─
─
人
々
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
変
化

私
小
説
が
不
可
能
に
な
る
？

「
差
し
止
め
」
と
い
う
こ
と
の
大
き
さ

「
社
会
に
お
け
る
『
芸
術
』
の
意
義
が
変
化
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
歴
史
性
に
鈍
感
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」（
渡

辺
直
己
）
。
「
こ
ん
な
加
害
が
作
家
の
特
権
と
し
て
ま
か
り
通
る
時
代
で
は
な
い
。
」
（
梓
澤
和
幸
）

　
　
個
人
情
報
保
護
法
　
／
　
個
人
情
報
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
　
／
　
犯
罪
被
害
者
の
救
済

「
文
学
そ
の
も
の
は
懲
役
に
も
死
刑
に
も
で
き
な
い
。
そ
し
て
法
が
文
学
を
裁
こ
う
と
す
る
時
、
ま
さ
に
、
裁
か
れ

る
原
因
た
る
そ
の
文
学
の
反
社
会
性
、
反
良
識
性
は
、
否
応
な
し
に
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
」
（
筒
井
康
隆
）

〈
顔
〉
と
い
う
「
特
殊
」
事
情

図
書
館
と
読
者
の
権
利
─
─
「
こ
れ
ら
の
図
書
館
は
、
最
高
裁
判
所
が
妥
当
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
機
会
を
市
民
か

ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
山
家
篤
夫
）

市
民
社
会
の
「
良
心
」
と
相
互
監
視
と
―
―
「
市
民
社
会
の
「
良
心
」
は
つ
ね
に
「
偽
善
」
と
紙
一
重
の
性
格
を
も

つ
」
「
現
代
の
文
学
の
機
器
は
、
政
治
権
力
か
ら
来
る
の
で
は
な
い
。
飽
和
し
た
市
民
社
会
か
ら
来
る
の
だ
。
〔
…
〕

文
学
の
希
求
す
る
「
良
心
」
は
、
市
民
社
会
的
な
「
良
心
＝
偽
善
」
の
底
を
踏
み
抜
く
こ
と
で
し
か
求
め
ら
れ
な
い

は
ず
」
（
井
口
時
男
）
　

　
相
互
監
視


